
土地所有者アンケート調査結果　（071112時点速報版・主要な設問のみ掲載）

地区名 配布数 回収数 回収率

1新稲 205 97 47.3%
2稲・萱野 93 55 59.1%
3石丸 286 150 52.4%
4粟生 141 67 47.5%
　4-1外院・粟生外院（地区南側） 75 33 44.0%
　4-2粟生間谷西（地区北側） 66 34 51.5%
5川合・山の口 95 48 50.5%
6止々呂美 662 169 25.5%
無回答 17
合計 1,482 603 40.7%

　※不明、無回答は除く
　※回答指示に従わなかったものは除く

■問1　年齢

■問2　世帯構成
 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=585）

①新稲 （N=96）

②稲・萱野 （N=53）

③石丸 （N=144）

④-1粟生（南） （N=32）

④-2粟生（北） （N=33）

⑤川合・山の口 （N=47）

⑥止々呂美 （N=165）

一人住まい 夫婦二人 親と同居 子どもと同居 ３世代以上同居

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=596）

①新稲 （N=96）

②稲・萱野 （N=55）

③石丸 （N=149）

④-1粟生（南） （N=32）

④-2粟生（北） （N=34）

⑤川合・山の口 （N=48）

⑥止々呂美 （N=166）

20歳未満 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80歳以上

・回答した土地所有者は60
歳以上が中心で、全体の7
割弱を占める。

・特に②稲・萱野では70歳
以上が5割弱を占める。

・②稲・萱野、④-1粟生
（南）、④-2粟生（北）で３
世代以上同居が多い。

資料４
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■問4　居宅の位置（あなたのお住まい（居宅）はどこにありますか）
 

■問5　市街化調整区域内の農地所有（お持ちの土地には、農地（休耕地などを含む）は含まれていますか）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=495）

①新稲 （N=86）

②稲・萱野 （N=43）

③石丸 （N=127）

④-1粟生（南） （N=26）

④-2粟生（北） （N=31）

⑤川合・山の口 （N=37）

⑥止々呂美 （N=137）

農地は含まれている 農地は含まれていない（宅地等を所有）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=591）

①新稲 （N=96）

②稲・萱野 （N=55）

③石丸 （N=147）

④-1粟生（南） （N=32）

④-2粟生（北） （N=34）

⑤川合・山の口 （N=46）

⑥止々呂美 （N=167）

箕面市内（本地区内） 箕面市内（本地区外） 箕面市外

・①新稲、②稲・萱野、④-
2粟生（北）は地区内に居
住する土地所有者が多
い。

・⑤川合・山の口、⑥止々
呂美では市外に住む土地
所有者の割合が高い。
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※以下、問12まで、農業者（農地は含まれると回答した方）のみを対象

■問6　世帯の収入源

■問6-3　農業以外の収入（問6で農業収入以外の収入があると回答した方）

■問7　農業従事者

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=270）

①新稲 （N=41）

②稲・萱野 （N=28）

③石丸 （N=86）

④-1粟生（南） （N=20）

④-2粟生（北） （N=16）

⑤川合・山の口 （N=25）

⑥止々呂美 （N=52）

本人 家族 夫婦で耕作している 親子で耕作している 耕作を委託している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=242）

①新稲 （N=39）

②稲・萱野 （N=21）

③石丸 （N=74）

④-1粟生（南） （N=19）

④-2粟生（北） （N=15）

⑤川合・山の口 （N=25）

⑥止々呂美 （N=47）

年金収入 仕事勤めの収入 地代・借家経営の収入 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=262）

①新稲 （N=42）

②稲・萱野 （N=22）

③石丸 （N=81）

④-1粟生（南） （N=22）

④-2粟生（北） （N=18）

⑤川合・山の口 （N=26）

⑥止々呂美 （N=49）

農業収入のみである 農業収入が主であるが、他の仕事による副収入もある

農業以外の収入が主であるが、農業収入もある 他の仕事などによる収入のみである（自家消費含む）

・③石丸、④-1粟生（南）、
④-2粟生（北）、⑤川合・
山の口では、農業収入を
得ていない土地所有者が
多い。

・各地区で地代・借家経
営の収入を得ている割合
が多い。

・⑥止々呂美では年金収
入の割合が高い。

・大半が本人、あるいは家
族で耕作している。

・⑤川合・山の口では耕
作委託の割合が他より高
い。
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■問8　農業継続理由

■問9　納税猶予の適用有無

■問10-2　農地の接道状況（広幅員の道路に接しているか）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=268）

①新稲 （N=42）

②稲・萱野 （N=25）

③石丸 （N=87）

④-1粟生（南） （N=19）

④-2粟生（北） （N=16）

⑤川合・山の口 （N=27）

⑥止々呂美 （N=50）

接している 接していない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=277）

①新稲 （N=43）

②稲・萱野 （N=26）

③石丸 （N=90）

④-1粟生（南） （N=21）

④-2粟生（北） （N=17）

⑤川合・山の口 （N=29）

⑥止々呂美 （N=49）

受けている 受けていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=275）

①新稲 （N=42）

②稲・萱野 （N=28）

③石丸 （N=87）

④-1粟生（南） （N=21）

④-2粟生（北） （N=17）

⑤川合・山の口 （N=26）

⑥止々呂美 （N=52）

農業生産により収入を得るため 米、野菜などの農産物を自給するため

先祖伝来の農地を守っていくため 生まれた時から農家だから

農業が好きだから 税金対策に有効だから

その他

・大半が「先祖伝来の農
地を守っていくため」とし
ている。

・①新稲、②稲・萱野、⑥
止々呂美では「農業収入
を得るため」との回答が見
られる。

・②稲、萱野で6割弱が納
税猶予受けていることに
なる。

・⑤川合・山の口及び⑥
止々呂美では1割程度に
とどまる。

・②稲・萱野、③石丸で
は、国道171号等が想定さ
れる。
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■問11　営農環境の問題の有無

■問11-2　問題の内容（問11で問題があると回答した方）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=55）

①新稲 （N=13）

②稲・萱野 （N=2）

③石丸 （N=25）

④-1粟生（南） （N=2）

④-2粟生（北） （N=4）

⑤川合・山の口 （N=7）

⑥止々呂美 （N=2）

農業用水の確保が困難になっている 日照や通風が悪くなっている

ゴミや空き缶などが投げ捨てられる 農薬散布や農機具の音などに苦情がある

犬や猫などが農地に入り、糞をしたり農作物を荒らす いたずらや盗難などが増えている 

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=255）

①新稲 （N=41）

②稲・萱野 （N=25）

③石丸 （N=85）

④-1粟生（南） （N=16）

④-2粟生（北） （N=17）

⑤川合・山の口 （N=25）

⑥止々呂美 （N=45）

市街地との混在で問題がある 農業に適した環境で特に問題はない わからない

・①新稲、③石丸で問題
があると回答した割合が
高い。

・（回答数が少ないが）①
新稲、③石丸などではゴミ
の投げ捨てが主な問題と
して挙げられている。
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■問12-1(a)　農地の当面（10年程度）の利用方法の意向

■問12-1(b)　農地の将来（20～30年後）の利用方法の意向

■問12-2　（農業を続ける方のみ）営農の形態

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=103）

①新稲 （N=15）

②稲・萱野 （N=21）

③石丸 （N=30）

④-1粟生（南） （N=6）

④-2粟生（北） （N=7）

⑤川合・山の口 （N=4）

⑥止々呂美 （N=19）

自分や家族で農地を守りたい 耕作委託をしてでも農地を守りたい

他人に貸してでも農地を守りたい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=133）

①新稲 （N=15）

②稲・萱野 （N=19）

③石丸 （N=38）

④-1粟生（南） （N=11）

④-2粟生（北） （N=8）

⑤川合・山の口 （N=13）

⑥止々呂美 （N=28）

今のまま農地として利用したい さらに耕作面積を増やしたい

農地を残すが一部は他の利用を考えたい 農地を残さない

わからない、未定

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=182）

①新稲 （N=23）

②稲・萱野 （N=23）

③石丸 （N=52）

④-1粟生（南） （N=14）

④-2粟生（北） （N=13）

⑤川合・山の口 （N=16）

⑥止々呂美 （N=40）

今のまま農地として利用したい さらに耕作面積を増やしたい

農地を残すが一部は他の利用を考えたい 農地を残さない

わからない、未定

・②稲、萱野は農地を保
全する意識が高い。

・⑤川合・山の口では「農
地を残さない」と回答した
割合が他と比較して高
い。

・その他の地区は、概ね
半数が農地として利用し
たいとしている。

・「わからない、未定」とい
う回答が増えており、次の
世代での利用法が想定し
にくい状況がうかがえる。

・②稲・萱野以外では、農
地として利用したい割合
は低くなっている。

・大半が「自分や家族で
農地を守りたい」としてい
る。

・①新稲、④-１粟生（南）
では耕作委託や他人に貸
してでも守りたいという回
答が見られる。
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■問12-3　（他の利用を考える方のみ）利用内容

■問12-4　（他の利用を考える方のみ）農地として継続できない理由

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=50）

①新稲 （N=5）

②稲・萱野 （N=2）

③石丸 （N=17）

④-1粟生（南） （N=5）

④-2粟生（北） （N=2）

⑤川合・山の口 （N=6）

⑥止々呂美 （N=13）

自らの高齢化 後継者がいない 周辺環境が変化し農業を続けにくくなった その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=50）

①新稲 （N=5）

②稲・萱野 （N=1）

③石丸 （N=17）

④-1粟生（南） （N=5）

④-2粟生（北） （N=3）

⑤川合・山の口 （N=7）

⑥止々呂美 （N=12）

宅地などに利用転換したい 建物は建てずに駐車場や物置などとして利用したい 売却したい

・（回答数は少ないが）半
数は利用転換を希望して
いる。

・（回答数は少ないが）自
らの高齢化や後継者不足
が主な理由としてあげられ
ている。
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※以下、全ての回答者に共通の質問

■問13　地区の環境の評価
 

■問14　地区の10年後の姿
 0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=552）

①新稲 （N=85）

②稲・萱野 （N=49）

③石丸 （N=143）

④-1粟生（南） （N=32）

④-2粟生（北） （N=33）

⑤川合・山の口 （N=45）

⑥止々呂美 （N=153）

現状のまま維持し、まとまった農地が広がる地区になって欲しい

農地が主で、一部に店舗や住宅地等がある地区になって欲しい

全体の半分ほどが農地で、残り半分が店舗や住宅地等の地区になって欲しい

全体の２～３割ほどが農地で、大半は店舗や住宅地等が占める地区になって欲しい

農地は無くても良いので、集落・店舗・住宅地など市街化された地区になって欲しい

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計 （N=541）

①新稲 （N=87）

②稲・萱野 （N=52）

③石丸 （N=137）

④-1粟生（南） （N=30）

④-2粟生（北） （N=32）

⑤川合・山の口 （N=45）

⑥止々呂美 （N=145）

まとまった農地が広がる、美しい農村景観の地区

農地ばかりで店舗などが少なく、不便で寂しい地区

農地と市街地の両方があり、快適な生活環境の地区

農地と市街地が混在し、あまり快適ではない地区

広幅員の道路に近く便利な場所なのに農地として利用しており、もったいない地区

その他

・②稲・萱野では、美しい・
快適といった好評価の割
合が高い。

・⑥止々呂美では不便で
寂しい地区との評価が高
い。

・②稲・萱野では現状を維
持したいと回答した割合
が7割を超えている。

・⑤川合・山の口、⑥止々
呂美では店舗・住宅等へ
の利用を望む声が多い。

・その他の地区でも現状
のまま農地を保全したいと
いう意向は半数を割って
おり、意見の相違が見ら
れる。
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■問15　生活環境としての施設ニーズ（生活環境として本地区に不足しているのは何ですか）　※複数回答

■問16　立地してほしくない施設（今後、本地区内に立地するのは適当でないと思う施設は何ですか）　※複数回答

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

資
材
置
き
場

露
天
駐
車
場

建
設
資
材
な
ど
の
生
産
プ
ラ
ン
ト

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
や
廃
棄
物
置
場

墓
地
、霊
園
、ペ
ッ
ト霊
園

そ
の
他

合計 （N=603） ①新稲 （N=97）

②稲・萱野 （N=55） ③石丸 （N=150）

④-1粟生（南） （N=33） ④-2粟生（北） （N=34）

⑤川合・山の口 （N=48） ⑥止々呂美 （N=169）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

特
に
な
い
（生
活
環
境
と
し
て
は
満
足
）

物
販
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
店
舗

医
療
、福
祉
施
設

安
全
な
生
活
道
路

公
園
や
緑
地

そ
の
他

合計 （N=603） ①新稲 （N=97）

②稲・萱野 （N=55） ③石丸 （N=150）

④-1粟生（南） （N=33） ④-2粟生（北） （N=34）

⑤川合・山の口 （N=48） ⑥止々呂美 （N=169）

・②稲・萱野では８割が現
状に満足している。

・⑥止々呂美では店舗が
必要という回答の割合が
高い。

・リサイクル施設や廃棄物
置場は約７割が、墓地・霊
園、生産プラントや資材置
き場等は半数以上が立地
して欲しくないと感じてい
る。
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